
令和７年度日高山脈襟裳十勝国立公園協議会 

第２回登山道部会 

 
 日時：令和７年 12月 22日（月）10:00～12:00 

 場所：新ひだか町地域交流センターピュアプラザ 

多目的室 

 

次 第 

 

１．開 会 

 

２．議 事 

 

（１） 日高山脈襟裳十勝国立公園登山道利用体験グレード（案）について 

 

（２） その他各構成員からの情報提供【報告】 

 
３．その他 

 

４．閉 会 



【配付資料】 

構成員・出席者名簿 

資料１  日高山脈襟裳十勝国立公園登山道利用体験グレードマップ（案） 

資料２  日高山脈襟裳十勝国立公園登山道利用体験グレード周知媒体完成イメージ 

資料３  日高山脈襟裳十勝国立公園登山道利用体験グレード（たたき台）の検討報告（案） 

報告資料１ その他各構成員からの情報提供 

（１） 日高北部森林管理署管内の入林簿記載者数（令和 7年 11月 30日現在） 

（日高北部森林管理署） 

（２） 十勝自然保護協会の取り組み（十勝自然保護協会） 

参考資料   日高山脈襟裳十勝国立公園協議会登山道部会規約・名簿 
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 令和7年度第2回日高山脈襟裳十勝国立公園協議会登山道部会 
出席者名簿 

 

分野 所属名 役職名 構成員名（敬称略） WEB 

国 

日高北部森林管理署 署長 野木 宏祐  
日高南部森林管理署 総括事務管理官 大水 貴博   
十勝西部森林管理署 総括事務管理官 水谷 豊 〇 

北海道運輸局 
観光部観光企画課 
観光企画係長 

経田 直哉 〇 

北海道地方環境事務所 国立公園課長 尼子 直輝  

北海道 

環境生活部 

自然環境局自然環境課 
公園利用係長 

今 哲也 〇 

自然環境局自然環境課 
公園保全係長 

藤田 竜太 〇 

自然環境局自然環境課 
技師 

菅原 史也 〇 

日高振興局 環境生活課長 栗林 稔  
十勝総合振興局 保健環境部環境生活課長 内田 朋宏 〇 

市町村 

帯広市 
都市環境部環境室 
環境課長 

西島 新一 〇 

日高町 
地域経済課 
総括主幹 

高橋 健  

平取町 観光商工課長 藤谷 直樹  

新冠町 
企画課 
総括主幹 

下川 広司 〇 

浦河町 
商工観光課 
課長補佐 

菅野 泰弘  

様似町 商工観光課長 板谷 潤 〇 
えりも町 産業振興課長 武田 健太郎 〇 
新ひだか町 課長補佐 山田 成途  
芽室町 環境土木課長 橋本 直樹 〇 
中札内村 産業課主事補 工藤 翔太 〇 

登山関係団体 
十勝山岳連盟 会長 齊藤 邦明 〇 
日高山岳連盟 会長 藤田 博己  

自然保護団体 
アポイ岳ファンクラブ 事務局長 田村 裕之  
十勝自然保護協会 理事 植田 幹夫  
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観光関係団体 十勝観光連盟 専務理事 植松 秀訓 〇 
学識経験者 北海道大学大学院 教授 愛甲 哲也  

 
【随行者】 

分野 所属名 役職名 構成員名（敬称略） WEB 

国 

日高北部森林管理署 
総括事務管理官 長﨑 隆憲 〇 

事務管理官 伊藤 智哉  

日高南部森林管理署 
主任事務管理官 日野 道俊  

事務管理官 阿部 達矢 〇 

北海道 

日高振興局 

環境生活課 
自然環境係長 

林 正敏  

自然環境係 主事 佐々木 尽  
地域創生部地域政策課 
危機対策室 主幹 

須川 一規 〇 

森林室管理課 管理係長 林 直樹 〇 

十勝総合振興局 

保健環境部環境生活課 
自然環境係長 

滝下 麻耶 〇 

保健環境部環境生活課 
主事 

番匠 絵美 〇 

市町村 
帯広市 

都市環境部環境室環境課 
自然公園係長 

関井 かおる 〇 

平取町 生涯学習課 山木 正生  
 
【事務局】 

北海道地方環境事務所 
国立公園課課長補佐 田畑 桂  
国立公園課課長補佐 相原 百合 〇 

帯広自然保護官事務所 
上席自然保護官 栁田 邦玲雄  
自然保護官補佐 谷水 亨  

新ひだか自然保護官事務所 
自然保護官 草留 大岳  
自然保護官補佐 城 辰幸  

アジア航測株式会社 
入江 潔  
安田 正次  
髙田 雄介  

 



剣山

幌尻岳

芽室岳

久山岳

戸蔦別岳

チロロ岳

十勝幌尻岳

北戸蔦別岳

ピパイロ岳

ペケレベツ岳

イドンナップ岳

伏美岳

剣山山小屋

伏美岳避難小屋

幌尻山荘

新冠ポロシリ山荘

イドンナップ山荘

日高町

平取町

芽室町

占冠村

清水町

帯広市

新冠町

むかわ 町

中札内村

新ひだか町

夕張市

新得町

南富良野町

鹿追町

0 5 102.5
kmµ

注1）本グレーディングマップの利用体験グレードは、日高山脈独自

　の基準をもとに設定したもので、ほかの国立公園の登山道グ

　レードと単純な比較はできません。

注2）本グレーディングマップは無雪期を 想定して作成しています。

　季節によって藪の有無などの難易度に変化が生じるルートが

　あります。

注3）破線表示のルートは国立公園区域外である ことを示してい

　ます。

注4）注意箇所は大まかな位置を 示したもので、必ずしも実態と

　同じではありません。また、沢登りや渡渉には高度な技術を

　要する 場合もあります。

注5）ペテガリ岳登山口に通じる一般道およ び林道は徒歩を含めて

　通行止めとなっています。

探勝歩道

　利用体験グレード

グレードE

グレードA

グレードB

グレードF

グレードD

グレードC

日高山脈襟裳十勝国立公園

登山道グレーディングマップ

※本グレーディングマップは、登山利用をする にあたっての判断の目安として作成したもので、

登山地図としての利用はできません。

_̂ 徒渉

_̂ 沢登り

_̂ 藪こぎ

_̂ 岩稜帯

一般道

一般道（車両通行止め・徒歩通行可）

専用林道等（一般車両通行可）

専用林道等（一般車両通行可・期間等の規制あり）

専用林道等（徒歩のみ通行可）

シャトルバス区間

一般道（全面通行止め）

専用林道等（全面通行止め）

　主なアクセス道

　凡例

国立公園境界 山小屋

資料１



神威岳

ピリガイ山

ペテガリ岳

十勝幌尻岳

ヤオロマップ岳

イドンナップ岳

コイカクシュサツナイ岳

カムイエクウチカウシ山

1839峰

新冠ポロシリ山荘

イドンナップ山荘

札内川ヒュッテ

ペテカリ山荘

神威山荘

新ひだか町

大樹町

新冠町

浦河町

中札内村

広尾町

帯広市

平取町

更別村

日高町

0 5 102.5
kmµ

注1）本グレーディングマップの利用体験グレードは、日高山脈独自

　　　の基準を もとに設定したもので、ほかの国立公園の登山道グ

　　　レードと単純な比較はできません。

注2）本グレーディングマップは無雪期を想定して作成しています。

　　　季節によって藪の有無などの難易度に変化が生じるルートが

　　　あります。

注3）破線表示のルートは国立公園区域外である ことを示してい

　　　ます。

注4）注意箇所は大まかな位置を 示したもので、必ずしも実態と

　　　同じではありません。また、沢登りや 渡渉には高度な技術を

　　　要する場合もあります。

注5）ペテガリ岳登山口に通じる一般道および林道は徒歩を含めて

　　　通行止めとなっています。

探勝歩道

　利用体験グレード

グレードE

グレードA

グレードB

グレードF

グレードD

グレードC

日高山脈襟裳十勝国立公園

登山道グレーディングマップ

※本グレーディングマップは、登山利用をする にあたっての判断の目安として作成したもので、

登山地図としての利用はできません。

_̂ 徒渉

_̂ 沢登り

_̂ 藪こぎ

_̂ 岩稜帯

一般道

一般道（車両通行止め・徒歩通行可）

専用林道等（一般車両通行可）

専用林道等（一般車両通行可・期間等の規制あり）

専用林道等（徒歩のみ通行可）

シャトルバス区間

一般道（全面通行止め）

専用林道等（全面通行止め）

　主なアクセ ス道

　凡例

国立公園境界 山小屋



豊似岳

楽古岳

アポイ岳

ピンネシリ

楽古山荘

5合目山小屋

様似町

浦河町

えりも町

広尾町

0 5 102.5
kmµ

注1）本グレーディングマップの利用体験グレードは、日高山脈独自

　　　の基準をもとに設定したもので、ほかの国立公園の登山道グ

　　　レードと単純な比較はできません 。

注2）本グレーディングマップは無雪期を 想定して作成しています。

　　　季節によって藪の有無などの難易度に変化が生じるルートが

　　　あります。

注3）破線表示のルートは国立公園区域外である ことを示してい

　　　ます。

注4）注意箇所は大まかな位置を 示したもので、必ずしも実態と

　　　同じではありません 。また、沢登りや渡渉には高度な技術を

　　　要する 場合もあります。

注5）ペ テガリ岳登山口に通じる一般道および林道は徒歩を含めて

　　　通行止めとなっています。

探勝歩道

　利用体験グレード

グレードE

グレードA

グレードB

グレードF

グレードD

グレードC

日高山脈襟裳十勝国立公園

登山道グレーディングマップ

※本グレーディングマップは、登山利用をする にあたっての判断の目安として作成したもので、

登山地図としての利用はできません 。

_̂ 徒渉

_̂ 沢登り

_̂ 藪こぎ

_̂ 岩稜帯

一般道

一般道（車両通行止め・徒歩通行可）

専用林道等（一般車両通行可）

専用林道等（一般車両通行可・期間等の規制あり）

専用林道等（徒歩のみ通行可）

シャトルバス区間

一般道（全面通行止め）

専用林道等（全面通行止め）

　主なア クセス道

　凡例

国立公園境界 山小屋



日高山脈襟裳十勝国立公園登山道利用体験グレード

～2025年版～

日高山脈襟裳十勝国立公園登山道利用体験グレードは、日高山脈を登山し
ようとされる方が、登山利用をするに当たって自主的な行動判断をするため
の目安としていただけるよう作成したものです。
近隣にある大雪山グレードを参考にしつつも、その枠に囚われず、日高山

脈の特性に応じたものとして新たに整理しています。同一の階級（グレー
ド）、同じ数字であるからと言って単純比較できるものではありません。
無理のない登山計画を立てて楽しみながら、魅力ある自然を後世に守り伝

えましょう。

• 登山に関する教育を受けたり自己学習を深めたりすることにより、十分な知識を持
つとともに、十分な登山の経験を有している方を前提としています。そうでない方
は、登山計画を変更することや、プロの山岳ガイドや熟練した経験者に同行を依頼
することも検討してください。

• 標識はありません。GPSはもとより、コンパス・紙地図を用意し、それを使いこな
し、適切に判断できる地図読みの能力があることを前提にしています。

• エスケープルート・避難小屋は限られます。ツェルトや非常食等を用意し、使いこ
なせることはもとより、悪天候や体調不良等の危険を正しく評価し、登山中止を判
断できることを前提としています。

• 比較的標高の低い山が多いですが、緯度が高い（北に位置する）ため、気象や気候
は本州の3,000m級の山々に匹敵します。あらかじめ気象や気候を確認し、適切な
服装及び装備（手袋、帽子、防寒着等）を用意していることを前提としています。

• 無雪期・天気良好を想定し作成しています。残雪については情報収集し、必要に応
じて対策をしてください。

• 登山ルートの通行や山頂への到達、通行上の安全を保証するものではありません。
登山する際は、十分な装備のもと、自己責任において入山してください。

• 入山の際は、事前に北海道警察に登山計画書を提出するとともに、登山口に入林簿
が設置されている場合は記入をしてください。

完成したグレードに沿った表
を差し込み

製作：日高山脈襟裳十勝国立公園協議会 発行：2026（令和８）年３月

ルートごとの留意事項を差し込み

まず、留意いただきたいこと

ルートごとの留意事項

日高山脈とヒグマについて

北海道ヒグマ管理計画やクマ類の出没対
応マニュアル等を踏まえたコラム等

を差し込み

登山道利用体験グレード設定の考え方

全般的な留意事項を差し込み

資料２



完成したグレードに沿った地図を差し込み



（案）

日高山脈襟裳十勝国立公園
登山道利用体験グレード（たたき台）

の検討報告

アジア航測株式会社

（北海道地方環境事務所発注「令和６年度（補正）日高山脈襟裳十勝国立公園協議会運営等業務」請負者）

2025/12/19 02025年12月22日令和7年度日高山脈襟裳十勝国立公園協議会登山道部会（第２回）

資料３



背景

日高山脈襟裳十勝国立公園協議会第１回登山道部会（６月２３日開催）の議論を踏ま
え、「グレードのたたき台」の検討を進めた。

➢ 登山道部会において議論する「グレードのたたき台」を作成する目的。

➢ 学識経験者、対象路線を広く歩いている者及び事務局を中心に、５名程度による
ワーキンググループ（WG）を設置し、複数回のWGを開催。

1

2025年12月22日 令和7年度日高山脈襟裳十勝国立公園協議会登山道部会（第２回）

【メンバー】
• 愛甲哲也：北海道大学教授
• 高橋 健：登山家
• 高柳 昌央：登山家・山岳ガイド
• 谷水亨：登山家・山岳ガイド・山岳ライター

（兼 帯広自然保護官事務所）

【関係機関（主な土地所有者）】
• 日高北部森林管理署
• 日高南部森林管理署
• 十勝西部森林管理署
• 日高振興局森林室

【環境省】
• 北海道地方環境事務所、帯広自然保護官事務
所、新ひだか自然保護官事務所

【事務局】
• アジア航測株式会社

【第１回WG：９月３日開催】
• グレード設定・対象路線の考え方の確認
• グレード区分案初版

【第２回WG：９月１８日開催】
• 第１回WGの議論を踏まえたグレード設定の
考え方（修正版）の確認

• グレード区分案改訂版（体力レベル・技術レ
ベルの２軸での検討）

【第３回WG：１１月２７日開催】

• グレード区分案３訂版（考慮すべき要素をポ
イント制とした検討）



主な意見

2025年12月22日 令和7年度日高山脈襟裳十勝国立公園協議会登山道部会（第２回）

2

•全般に難易度の高い山であり、有人施設や案内板はほとんどないため、十分な知識・
経験を有する者が自己責任で登る山であることを前提とすることを提示すべき。

•設定したグレードをマップに表示するだけでなく、その設定理由も提示すべき。

•各々が想定するグレードは、直近の入山時期（季節の差、手入れ状況の差等）によっ
て心象が異なり完全に一致させることは難しい。その中でも、一定の基準に基づいて、
概ね同意できるようなものとして設定する。

•ヒグマの生息地であることを改めて周知し、各自対策が必要なことを提示すべき。

•登山ルートやアプローチ道の状況は頻繁に変化するため、最新の情報を収集すること
が必要なことを提示すべき。また、グレードは定期的に見直すべき。

•登山ルートごとに特に危険なポイント、留意すべき事項があるため、それがわかるよ
うに提示すべき。

•多くの登山口は国立公園外に位置するが、利用者の混乱を生じないよう、国立公園外
も含めて幹線道路から登山口までの道、登山口からのルートを表示すべき。

•登山地図として使用されないよう注意してデザインし、その旨明示もすべき。



グレードのたたき台

2025年12月22日 令和7年度日高山脈襟裳十勝国立公園協議会登山道部会（第２回）
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登山道グレーディングマップ①
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登山道グレーディングマップ②

2025年12月22日 令和7年度日高山脈襟裳十勝国立公園協議会登山道部会（第２回）
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登山道グレーディングマップ③
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グレーディングの設定表
7

2025年12月22日 令和7年度日高山脈襟裳十勝国立公園協議会登山道部会（第２回）

タイプ 登山道

グレード グレードA グレードB グレードC グレードD グレードE グレードF

概況 明瞭 一部不明瞭 沢、渡渉ルート、やぶこぎ、岩稜帯、細稜線

体力レベル

登山時間 短 長

標高差 小 大

技術レベル

迷いやすさ 低 高 極高

難しい地形 少 多 極多

含むコース
ピンネシリ

アポイ岳
ペケレベツ岳
剣山

伏美岳（登）
猿留山道
様似山道

十勝幌尻岳
豊似岳
芽室岳
久山岳

アポイ岳～ピンネシリ
岳

楽古岳
神威岳

伏美岳（林道）
ペテガリ岳（ペテガリ

山荘）
豊似岳（観音岳経

由）

幌尻岳（新冠・チロ
ロ林道・額平川コー

ス）
コイカクシュサツナイ

岳
ピパイロ（林道）

チロロ岳

カムエク
1839峰
幌尻岳

（伏美岳コース）
イドンナップ岳

求められる装備
雨具、行動食、防寒着、携帯トイレ、コンパス、紙地図、GPS、ツエルト、クマ対策道具（クマ鈴・ホイッスル・クマスプレー等）

沢靴や泊の装備（非常食含む）



グレード設定の基本的考え方（全般の留意事項）

2025年12月22日 令和7年度日高山脈襟裳十勝国立公園協議会登山道部会（第２回）
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• 登山に関する教育を受けたり自己学習を深めたりすることにより、十分な知識を持つとと
もに、十分な登山の経験を有している方を前提としています。そうでない方は、登山計画
を変更することや、プロの山岳ガイドや熟練した経験者に同行を依頼することも検討して
ください。

• 標識はありません。GPSはもとより、コンパス・紙地図を用意し、それを使いこなし、適
切に判断できる地図読みの能力があることを前提にしています。

• エスケープルート・避難小屋は限られます。ツェルトや非常食等を用意し、緊急時の装備
を使いこなせることはもとより、悪天候や体調不良等の危険を正しく評価し、登山中止を
判断できることを前提としています。

• 1,900m前後の山が多いですが、緯度が高い（北に位置する）ため、気象や気候は本州の
3,000m級の山々に匹敵します。あらかじめ気象や気候を確認し、適切な服装及び装備（手
袋、帽子、防寒着等）を用意していることを前提としています。

• 無雪期・天気良好を想定し作成しています。残雪については情報収集し、必要に応じて対
策をしてください。

• 登山ルートの通行や山頂への到達、通行上の安全を保証するものではありません。登山す
る際は、十分な装備のもと、自己責任において入山してください。

• 入山の際は、事前に北海道警察に登山計画書を提出するとともに、登山口に入林簿が設置
されている場合は記入をしてください。



ルートの留意事項

2025年12月22日 令和7年度日高山脈襟裳十勝国立公園協議会登山道部会（第２回）
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【共通事項】
多くのルートでササ、ハイマツその他の藪漕ぎがあり、登山道が不

明瞭となっている箇所があり、道に迷いやすい。
➢ （藪）藪漕ぎマーク

植物が密集した場所を藪漕ぎで通過する。通過に時間がかかり、
登山道が不明瞭で道を迷いやすい。

➢ （沢）沢登り・沢歩きマーク
沢歩き沢登りがあり、沢靴などが必要となる、降雨時、雨後に

は通行困難となる場合がある。
➢ （徒）徒渉マーク

川・沢を横切る場所があり、降雨時、雨後には通行困難となる
場合がある。

➢ （急）（岩）急斜面マーク、岩稜マーク
滑落の危険性があるため、注意して通行すること。

【個別】
①十勝幌尻岳（沢、徒）
⚫ ルートの取り付きがわかりにくい場所があるため注意。

②チロロ岳（沢、徒、藪）
⚫ 残雪が遅くまで残っていることが多いため、情報収集に留意。

③伏美岳避難小屋～ピパイロ岳山頂（藪、徒）
⚫ 伏美岳避難小屋へアクセスするための林道は工事中であり、歩行

者を含め通行止めになる場合がある。

④ピパイロ岳山頂～幌尻岳山頂（藪、急、徒、沢）
⚫ 糠平林道から幌尻岳まで多数の徒渉あり、沢靴が必要。水量が多

いため増水に注意。

⑤イドンナップ岳（徒、沢、藪）
⚫ 林道の路肩が流亡した場所があるため、通行注意。イドンナップ

山荘へ至る林道は車両通行止めのため最新情報を確認すること。

⑥神威岳（徒、藪）
⚫ 複数回の徒渉があり沢靴が必要。東の沢林道は土砂崩れのため、

当面の間、徒歩を含め通行止めのため最新情報を確認すること。

⑪ペケレベツ岳（藪）
⚫ 登山口周辺が不明瞭であるため注意。

⑫芽室岳、久山岳（藪）、剣山（急）
⚫ 芽室岳：分岐から西峰は未整備の箇所あり。
⚫ 久山岳：登山口から道が錯綜。山頂へ至る道も藪で不明瞭。
⚫ 剣山：ロープ等はあるが過信しないこと。

⑬カムイエクウチカウシ山（徒、急、岩）
⚫ アクセスするための道道は、歩行者を含め通行止めになる場合が

ある。
⚫ 徒渉箇所が複数あるため、増水に注意すること。ルート不明瞭な

箇所があり、ゴルジュを回避するルートを通行するよう注意。

⑭ 1839峰（沢、藪、岩）
⚫ ルートが長く、日高山脈の中でも特に険しい。



参考１

2025年12月22日 令和7年度日高山脈襟裳十勝国立公園協議会登山道部会（第２回）
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グレード設定バックデータ①

2025年12月22日 令和7年度日高山脈襟裳十勝国立公園協議会登山道部会（第２回）
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資料1
合計

標高 ポイント 標高差 ポイント 累積標高 ポイント 歩行距離 ポイント 林道距離 累積歩行 ポイント 歩行時間 ポイント ポイント
幌尻岳（伏美コース・トムラウシ沢林道から） 2052.1 5 1667 10 3216 10 18.2 10 7.2 25.4 5 10h- 10 50
（参考）北戸蔦岳（伏美コース・トムラ林道から） 1967.0 5 1583 9 2718 10 13.2 7 7.2 20.4 5 10h- 10 46
幌尻岳（新冠コース・イドンナップ岳山荘から) 2052.1 5 1632 10 2380 10 4.5 3 19.0 23.5 5 10h- 10 43
幌尻岳（チロロ林道コース） 2052.1 5 1421 8 2339 10 12.6 7 3.1 15.7 4 8h-10h 8 42
ペテガリ岳（神威山荘から） 1735.6 4 1377 7 2798 10 13.1 7 4.9 18.0 4 10h- 10 42
ピパイロ岳（伏美コース・トムラウシ沢林道から） 1916.2 5 1531 9 2144 10 7.7 4 7.2 14.9 3 10h- 10 41
１８３９峰 1842.0 4 1353 7 1928 10 12.4 7 0.0 12.4 3 10h- 10 41
カムイエクウチカウシ山 1979.2 5 1365 7 1629 8 10.2 6 5.7 15.9 4 10h- 10 40
イドンナップ 1752.0 4 1346 7 2030 10 10.3 6 0.0 10.3 3 8h-10h 8 38
幌尻岳（額平川コース） 2052.1 5 1298 6 1433 7 7.4 4 7.2 14.6 3 10h- 10 35
ペテガリ岳（ぺテカリ山荘から） 1735.6 4 1331 7 2206 10 8.7 5 0.0 8.7 2 8h-5h 6 34
（参考）北戸蔦岳（チロロ林道コース） 1912.0 5 1281 6 1874 9 7.6 4 3.1 10.7 3 8h-5h 6 33
コイカクシュサツナイ岳 1721.0 4 1217 6 1704 9 7.9 4 0.0 7.9 2 8h-5h 6 31
伏美岳（トムラウシ沢林道から） 1792.0 4 1408 8 1554 8 3.8 2 7.2 11.0 3 8h-5h 6 31
神威岳 1600.0 4 1215 6 1387 7 6.3 4 0.0 6.3 2 5h-3h 4 27
チロロ岳（西峰含む） 1879.5 4 1219 6 1488 7 5.4 3 0.0 5.4 2 5h-3h 4 26
アポイ岳～ピンネシリ岳（アポイ岳登山口） 957.7 1 887 3 1334 7 10.2 6 0.0 10.2 3 8h-5h 6 26
楽古岳 1471.3 3 1103 5 1385 7 5.1 3 0.0 5.1 2 5h-3h 4 24
十勝幌尻岳 1845.6 4 1235 6 1272 6 4.9 3 0.0 4.9 1 5h-3h 4 24
芽室岳（西峰含む） 1753.5 4 1139 5 1218 6 4.8 3 0.0 4.8 1 5h-3h 4 23
豊似岳（庶野分岐・観音岳） 1104.6 2 865 3 1133 6 6.1 4 0.0 6.1 2 8h-5h 6 23
久山岳 1411.3 3 1000 4 1022 5 4.1 3 2.2 6.3 2 5h-3h 4 21
猿留山道 488.0 1 413 1 588 3 12.4 7 0.0 12.4 3 8h-5h 6 21
伏美岳（登山口から） 1792.0 4 1062 4 1060 5 3.8 2 0.0 3.8 1 5h-3h 4 20
豊似岳（歌別分岐） 1104.6 2 767 3 946 5 4.9 3 0.0 4.9 1 5h-3h 4 18
ペケレベツ岳 1531.8 3 729 3 1003 5 4.0 3 0.0 4.0 1 -3h 2 17
剣山 1204.9 2 781 3 910 5 3.9 2 0.0 3.9 1 -3h 2 15
アポイ岳（北海道自然歩道線） 810.2 1 740 3 899 4 5.2 3 0.0 5.2 2 -3h 2 15
様似山道 182.0 1 170 1 520 3 3.9 2 0.0 3.9 1 5h-3h 4 12
ピンネシリ岳 957.7 1 520 2 356 2 1.5 1 0.0 1.5 1 -3h 2 9

0-999 1 0-499 1 0-299 1 0-1.9 1 0-4.9 1 -3h 2
1000-1399 2 500-699 2 300-499 2 2-3.9 2 5-9.9 2 5h-3h 4
1400-1599 3 700-899 3 500-699 3 4-5.9 3 10-14.9 3 8h-5h 6
1600-1899 4 900-1099 4 700-899 4 6-7.9 4 15-19.9 4 10h-8 8
1900- 5 1100-1199 5 900-1099 5 8-9.9 5 20- 5 10h- 10

1200-1299 6 1100-1299 6 10-11.9 6
1300-1399 7 1300-1499 7 12-13.9 7
1400-1499 8 1500-1699 8 14-15.9 8
1500-1599 9 1700-1899 9 16-17.9 9
1600- 10 1900- 10 18- 10

累積歩行累積標高

ルート

標高＋歩行距離
標高（ｍ） 歩行距離（ｋｍ）

標高 歩行距離標高差

歩行時間（ｈ）

歩行時間

※最大合計ポイント：50点
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資料２

ルート 合計

ポイント 2 1 2 2 4 6 8 10 2 4 6 8 10 2 2 4 6 8 10 2 2 ポイント

１８３９峰 2 2 10 14 10 2 12 10 2 12 38
カムイエクウチカウシ山 2 10 12 10 10 10 2 2 14 36
ペテガリ岳（神威山荘から） 2 6 8 10 10 10 2 12 30
（参考）北戸蔦岳（伏美コース・トムラウシ沢林道から） 2 10 12 10 2 12 4 4 28
イドンナップ 2 2 8 12 8 2 10 6 6 28
幌尻岳（伏美コース・トムラウシ沢林道から） 10 10 10 2 12 4 4 26
チロロ岳（西峰含む） 2 2 4 8 2 10 10 2 12 26
コイカクシュサツナイ岳 2 1 2 5 6 6 10 2 12 23
幌尻岳（額平川コース） 2 6 8 2 2 10 2 12 22
神威岳 2 1 2 5 6 6 8 2 10 21
楽古岳 2 1 2 5 6 6 8 8 19
豊似岳（庶野分岐・観音岳） 2 1 3 10 2 12 2 2 4 19
ピパイロ岳（伏美コース・トムラウシ沢林道から） 2 4 6 8 2 10 2 2 18
豊似岳（歌別分岐） 2 2 10 2 12 2 2 4 18
久山岳 2 2 10 2 12 2 2 16
幌尻岳（チロロ林道コース） 8 8 2 2 4 4 14
幌尻岳（新冠コース・イドンナップ岳山荘から) 2 6 8 2 2 4 4 14
十勝幌尻岳 2 1 3 4 4 6 6 13
ペテガリ岳（ぺテカリ山荘から） 2 1 3 6 6 2 2 11
ペケレベツ岳 2 2 6 6 2 2 10
様似山道 2 2 4 4 4 4 10
（参考）北戸蔦岳（チロロ林道コース） 2 1 3 2 2 4 4 9
（参考）伏美岳（トムラウシ沢林道から） 2 1 3 2 2 4 4 9
猿留山道（追分峠～東口） 2 2 2 2 4 4 8
剣山 2 2 2 2 2 2 4 8
（参考）トムラウシ山（短縮道登山口） 2 1 3 2 2 2 2 7
（参考）十勝岳 2 1 3 2 2 2 2 7
アポイ岳～ピンネシリ岳（アポイ岳登山口） 2 1 3 2 2 2 2 7
芽室岳（西峰含む） 2 1 3 2 2 2 2 7
伏美岳（登山口から） 2 2 2 2 2 2 6
アポイ岳（北海道自然歩道線） 2 2 2 2 2 2 6
（参考）旭岳 2 2 2 2 2 2 6
（参考）雌阿寒岳 2 2 2 2 2 2 6
（参考）樽前山 2 2 2 2 2 2 6
（参考）藻岩山 2 2 2 2 2 2 6
ピンネシリ岳 2 2 2 2 2 2 6

体力＝重量　・　難易度＝薮漕ぎ　・　技術＝渡渉

重量 笹薮・ハイ松漕ぎ 徒渉

日
帰
り
装
備

山
小
屋
１
泊

（
＋
寝
袋
類
・
食
料
・

火
器
類

）

山
小
屋
２
泊

（
＋
寝
袋
類
・
食
料
・

火
器
類

）

テ
ン
ト
１
泊

（
＋
テ
ン
ト
・
寝
袋

類
・
食
料
・
火
器
類

）

日
帰
り
装
備

（
水
・
行
動
食
多
量

）

加
算
P

テ
ン
ト
2
泊

（
＋
テ
ン
ト
・
寝
袋

類
・
食
料
・
火
器
類

）

沢
靴
・
ス
パ

ッ
ツ
等
持
ち
歩
き

（
デ
ポ
含
む

）
加
算
P

山
泊
で
水
を
あ
る
程
度
下
部
か
ら
の

荷
揚
げ
加
算
P

急
斜
面
・
岩
稜
帯
加
算
P

合
計
１
k
ｍ
以
上
の
藪
漕
ぎ
が
あ
る

加
算
Ｐ

徒
渉
は
全
く
な
い

徒
渉
は
あ
る
が
夏
靴
で
対
応
で
き
る

１
～

２
回
程
度
の
徒
渉
で
も
沢
靴
・

長
靴
が
必
要

飛
石
技
術
が
あ
れ
ば
夏
靴
で
も
対
応

で
き
る
が

、
基
本
は
沢
靴
必
要

沢
登
り
装
備
が
必
要
で
あ
る

殆
ん
ど
無
し

多
少
あ
る
が
支
障
な
し

藪
中
で
も
ル
ー

ト
は
判
別
で
き
る

ル
ー

ト
が
不
明
瞭
に
な
る

全
体
的
に
ル
ー

ト
フ

ァ
イ
デ

ィ
ン
グ

能
力
が
必
要

通
常
で
も
膝
上
渡
渉
が
あ
る
加
算
P

※最大合計ポイント：40点
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コース

５分け ６分け

１８３９峰 41 38 79 １８３９峰

カムイエクウチカウシ山 40 36 76 カムイエクウチカウシ山

幌尻岳（伏美コース・トムラウシ沢林道から） 50 26 76 幌尻岳（伏美コース・トムラウシ沢林道から）

（参考）北戸蔦岳（伏美コース・トムラウシ沢林道から） 46 28 74 （参考）北戸蔦岳（伏美コース・トムラウシ沢林道から）

ペテガリ岳（神威山荘から） 42 30 72 ペテガリ岳（神威山荘から）

イドンナップ 38 28 66 イドンナップ

ピパイロ岳（トムラウシ沢林道から） 41 18 59 ピパイロ岳（トムラウシ沢林道から）

幌尻岳（額平川コース） 35 22 57 幌尻岳（額平川コース）

幌尻岳（新冠コース・イドンナップ岳山荘から) 43 14 57 幌尻岳（新冠コース・イドンナップ岳山荘から)

幌尻岳（チロロ林道コース） 42 14 56 幌尻岳（チロロ林道コース）

コイカクシュサツナイ岳 31 23 54 コイカクシュサツナイ岳

チロロ岳（西峰含む） 26 26 52 チロロ岳（西峰含む）

神威岳 27 21 48 神威岳

ペテガリ岳（ぺテカリ山荘から） 34 11 45 ペテガリ岳（ぺテカリ山荘から）

楽古岳 24 19 43 楽古岳

豊似岳（庶野分岐・観音岳） 23 19 42 豊似岳（庶野分岐・観音岳）

（参考）北戸蔦岳（チロロ林道コース） 33 9 42 （参考）北戸蔦岳（チロロ林道コース）

（参考）伏美岳（トムラウシ沢林道から） 31 9 40 （参考）伏美岳（トムラウシ沢林道から）

（参考）トムラウシ山（短縮道登山口） 32 7 39 （参考）トムラウシ山（短縮道登山口）

十勝幌尻岳 24 13 37 十勝幌尻岳

久山岳 21 16 37 久山岳

豊似岳（歌別分岐） 18 18 36 豊似岳（歌別分岐）

アポイ岳～ピンネシリ岳（アポイ岳登山口） 26 7 33 アポイ岳～ピンネシリ岳（アポイ岳登山口）

芽室岳（西峰含む） 23 7 30 芽室岳（西峰含む）

猿留山道（追分峠～東口） 21 8 29 猿留山道

（参考）十勝岳 25 7 32 （参考）十勝岳

ペケレベツ岳 17 10 27 ペケレベツ岳

伏美岳（登山口から） 20 6 26 伏美岳（登山口から）

（参考）雌阿寒岳 18 6 24 （参考）雌阿寒岳

剣山 15 8 23 剣山

（参考）旭岳 15 6 21 （参考）旭岳

アポイ岳（北海道自然歩道線） 15 6 21 アポイ岳（北海道自然歩道線）

様似山道 12 8 20 様似山道

（参考）樽前山（東山） 9 6 15 （参考）樽前山（東山）

（参考）藻岩山 9 6 15 （参考）藻岩山

ピンネシリ岳 9 6 15 ピンネシリ岳

GC GC

GB GB

GA GA

GE

GD

GE

GD

資料３　　ポイント総合計　　

資料１合計ポイント 資料２合計ポイント
グレード

GF

総合計ポイント



グレード設定バックデータ④

2025年12月22日 令和7年度日高山脈襟裳十勝国立公園協議会登山道部会（第２回）
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参考２
以降の資料は非公開

【非公開の理由】

非公開を前提に有料ガイド及び書籍等の情報をヒアリング等で得たため、有料の民
業との権利調整が不可欠であるうえ、詳細な地形図も含まれており、これをもって登
山地図として活用される恐れがある。

2025年12月22日 令和7年度日高山脈襟裳十勝国立公園協議会登山道部会（第２回）
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日高北部森林管理署

（令和７年11月30日現在）

林道・月別入林者名簿記載者数（チロロ林道終点）　ヌカビラ岳～北戸蔦別岳～幌尻岳登山口

令和５年度 令和６年度 令和７年度

4月 0 4 1

5月 23 21 0

6月 100 180 116

7月 335 285 182

8月 231 283 219

9月 211 286 176

10月 111 54 15

11月 0 0 0

12月 0 1

1月 0 0

2月 0 0

3月 0 1

合計 1,011 1,115 709

林道・月別入林者名簿記載者数（パンケヌシ林道）　チロロ岳登山口

令和５年度 令和６年度 令和７年度

4月 0 0 0

5月 3 10 3

6月 0 47 37

7月 22 36 36

8月 4 27 51

9月 8 5 0

10月 1 6 0

11月 0 0 0

12月 0 0

1月 0 0

2月 0 0

3月 0 0

合計 38 131 127

（パンケヌシ林道については、令和５年度は通行止め）

林道・月別入林者名簿記載者数（ホロナイ林道）　日高自然の森自然観察教育林入口

令和５年度 令和６年度 令和７年度

4月 5 4 5

5月 41 7 94

6月 22 45 20

7月 9 135 55

8月 10 46 59

9月 39 36 11

10月 17 31 113

11月 7 20 24

12月 9 0

1月 1 5

2月 7 1

3月 11 0

合計 150 330 381

日高北部森林管理署管内の入林者名簿記載者数
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     十勝自然保護協会の取り組み    2025.12.22 協議会資料 

私たちは、毎年2回ほど十勝海岸でゴミ拾いを行っています。毎回、短時間で30袋以上のごみ袋

に回収します。圧倒的なゴミは、プラスチック製品の本体や断片です。拾っても拾ってもなくなり

ませんが、きれいな十勝海岸にするためにはやるしかないと思って継続しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そのような活動をとおして、私たちは日常の調査活動・登山行動でも自然界にプラスチック製品

を出さない取り組みをしています。 

目印テープ・マーキングテープには、木綿製のロープ・紐や「バイオ分解テープ」と呼ばれるもの

を使うようにしています。 

 メーカーの案内から 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

16人が参加して、1時間ほど

で 39袋が回収されました。 

報告資料１（２）



 

 

日高山脈襟裳十勝国立公園協議会登山道部会規約 

 

令和７年５月７日 

日高山脈襟裳十勝国立公園協議会総会決定 

 

日高山脈襟裳十勝国立公園協議会規約第８条に基づき、次の部会を設置する。 

 

（名称） 

第 1条 本部会の名称は、「登山道部会」とする。 

 

（目的） 

第 2 条 日高山脈襟裳十勝国立公園の核心部となる日高山脈の登山道は、非常に難易度  

の高いものから初級者に利用可能なものまで多岐にわたる。そのため、登山利用

のリスク軽減並びに登山道及びその周辺環境の保全が図られるよう、既設登山道

の適正利用に係る課題を把握し、普及啓発等の必要な対策について検討すること

を目的とする。 

 

（検討事項） 

第 3 条 日高山脈襟裳十勝国立公園全域に共通する以下の事項について検討を行い、そ

の結果は日高山脈襟裳十勝国立公園協議会及び幹事会に報告する。 

（１） 登山道の適正利用に関する事項（入山心得、グレードの設定等） 
（２） 登山道及びその周辺環境の保全に関する事項（環境モニタリング等） 
（３） 上記のほか本部会の目的を達成するために必要な事項 

 

（構成） 

第 4 条 日高山脈襟裳十勝国立公園協議会構成機関等のうち、参画を希望する者により

構成するほか、必要に応じて、アドバイザーを招へいすることができる。 

 

（開催頻度） 

第 5 条 登山道の利用状況等を踏まえて、本部会で検討が必要な議題に応じて随時開催

する。 

 

（事務局） 

第 6 条 事務局は、北海道地方環境事務所国立公園課が担う。また、必要に応じて、構成

機関が共同事務局を担うこともできる。  

参考資料



 

 

日高山脈襟裳十勝国立公園協議会 

登山道部会 名簿 

 

構成 

日高北部森林管理署 

日高南部森林管理署 

十勝西部森林管理署 

北海道開発局 

北海道運輸局 

北海道地方環境事務所 

北海道 

帯広市 

日高町 

平取町 

新冠町 

浦河町 

様似町 

えりも町 

新ひだか町 

清水町 

芽室町 

中札内村 

大樹町 

広尾町 

日高山岳連盟 

十勝山岳連盟 

アポイ岳ファンクラブ 

十勝自然保護協会 

十勝観光連盟 

日高管内観光連盟 

北海道大学大学院 教授 愛甲 哲也 

※その他、必要に応じて、アドバイザーを招へいする。 
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